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「地域で暮らす重症心身障がい（児）者の支援」 

“どんなに重い障害があっても 

楽しく生きる！” 
 

                                 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２０１３年４月、障害者自立支援法から障害者総合支援法に法律が変わりました。現行の障害程度区

分から障害支援区分に、そしてこれまで対象でなかった難病も一部、サービス対象となる等の変更点も

ありますが、障害当事者・そして家族・支援者を取り巻く環境は大きく改善したとは言えない現状であ

ることは、ご承知の通りです。 

その中でも『重症心身障がい』とされる方々は、その社会資源の少なさ・そして支援の専門性の高さ

から、他の障害種別に比べて制度等のハード面、支える人材のソフト面で多くの課題があります。 

しかし、本来はどんなに重い障害があっても必要な支援(厚い支援)を入れ、住み慣れた地域で生活する

ことが誰にでも保障されるものであるはずですが、今、静岡にそのような環境が整っているか、家族・

行政・医療・福祉事業者が共に目指しているのかというと疑問が残るのも事実です。 

今回のセミナーでは『大変』『辛い』という話からの『課題』を明らかにするのではなく、そこから『こ

んな風に楽しく生活できる』『こんなサポートがあれば』という共に目指す方向性を見つける１つのきっ

かけを発信していきたいと考えています。他の地域で実際に行われている・生活されている方々の話か

ら、『どんな（楽しい)生活を』『どんなサポートを使って』過ごしているのか共に知り、『自分たちもや

ってみよう』『目指してみよう』『作ってみよう』とお互いに目標を感じ、『親亡きあとを心配して…』と

悲観しての当事者活動･家族活動・障害福祉ではない形での『地域生活』を考え、理解を深めていきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日、グランシップ 10 階フロアを活用して、福祉機器展も同時開催します。 

日 時： ２０１４年２月８日（土） 

１０：００～１６：３０ 

会 場：「グランシップ」10Ｆ 1001 会議室 

静岡市駿河区池田 79-4  TEL 054-203-5710(代表) 

※参 加 費 無 料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受付 （１０：００） 

・映画上映「普通に生きる」自立をめざして （１０：３０～１２：００） 

・対談『楽しく地域で暮らす』ってどんなこと？？ （１３：１５～１６：３０） 

大山 良子 （NPO法人 リターンホーム） 

大野 更紗 （「こまっている人」著者） 

李国本 修慈 （NPO法人地域生活を考えよーかい）（有限会社 しぇあーど） 

・終了予定 （１６：３０） 

※福祉機器展 同時開催 
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日頃使用する口腔ケアグッズ等の介護用品・災害時用のバッテリー等、お得な情報・試供品等のおみやげ情

報を準備しております。 

『映画は一度見たことあるな』『しばらく福祉機器など見直していなかも』という方、また講演の休憩時間

等をお使い、ぜひこちらもお楽しみください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★当日、スペース 96 による書籍販売も会場内で受け付けております。福祉の専門書、当

日講演される各講師の書籍を販売予定です。ご覧ください。 

 

★当日は、１０階に交流・休憩スペースをご用意しています。 

ご家族が講演を聞いている間のご本人の休憩・交流場所、各ケアのスペースとしてご利

用ください。ケアをお手伝いするボランティアもおりますので、ご本人も・ご家族も安心

して、楽しく！ご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

展示予定用品（フランスベットメディカルホーム財団共催） 

小児用車いす・バギー・ストレッチャー・吸引器・吸入器・パルスオキシメーター 

災害時対策用品・コミュニケーション用品 等の展示を予定しています！ 

 

※当日は、専門家が実際に説明、解説します！最新の福祉機器をぜひチェックしてみてください！ 

静岡では夢みたい？！ 
 

でも、実際にそんな生活をしている人

たちがいること・それを支えてくれる

仕組みがあること。 

 普段はそれぞれ異なる地域で活躍す

る御三方に、普段の活動の様子・そし

て静岡ではまだなかなかない生活・情

報について発信します。 

 楽しく生きる生活術・活用術につい

て、みんなで情報をキャッチしましょ

う！ 

・『楽しく地域で暮らす』って 

どんなこと？ 

・実際にどんな生活をしている人がいるの？ 

・どんな人たちの、どんなサポートがあるの？ 

問い合わせ 
静岡市委託事業 静岡市障害者等相談支援事業 

主催 特定非営利活動法人 静岡ピアサポートセンタ－  

〒422-8021  静岡市駿河区小鹿２―１―１５細田ビル 1F 

TEL  054-287-5588     FAX  054-287-4922   E-mail pia_sapo@scil.jp   http: 

www.scil.jp/pia 

 

後援 静岡市重症心身障害児（者）を守る会 

特定非営利活動法人 静岡市障害者協会 

特定非営利活動法人 ぴゅあ（学校卒業後の障がい児の居場所づくりを考えるグループ） 

 

mailto:pia_sapo@scil.jp
http://www.scil.jp/pia
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李国本 修慈（りくにもと しゅうじ） 

1965 年、大阪市西淀川区生まれ。在日朝鮮人 3世 伊丹市で育つ。 

スーパー野球少年で、同級生・隣町の古田敦也さんより上手かった。 

（ちなみに当時の兵庫県の小学生 100m走の記録保持者＝12 秒 8） 

1990 年、看護学校へ通学する傍ら重症心身障害児施設に勤務。 

施設入所者のガイドヘルプや在宅障害者への支援活動等を行う。 

2000 年、「1000 円/時間でなんでもします」という形式で兵庫県尼崎市に生活支援事業所「地域共生ス

ペー 

スぷりぱ」設立。 

2003 年、支援費制度開始時期に兵庫県伊丹市に居宅介護・訪問看護等事業所「有限会社しぇあーど」を

開設、 

同時に「NPO法人地域生活を考えよーかい」を設立し、24時間 365日の生活支援事業を実施中。 

2007 年 伊丹市鴻池に「こうのいけスペース」（多機能型拠点）を開設。研究事業、中間支援等により、

社会資源の創出活動にも力を入れている。 

2010 年 ラーの会（重症心身障害児・者といわれる方々らと共に生きる会）を設立。緩やかかかつ、ええ

加減で、おもろいネットワークづくりに奔走（迷走）中。 

 

 

2007 年 伊丹市鴻池に「こうのいけスペース」（多機能型拠点）を開設。研究事業、中間支援等により、

社会資源の創出活動にも力を入れている。 

 

2010 年 ラーの会（重症心身障害児・者といわれる方々らと共に生きる会）を設立。緩やかかかつ、ええ

加減で、おもろいネットワークづくりに奔走（迷走）中。 

 

現在、妻:1人（あたりまえ?）と、長女:育海（いくみ）21歳、長男:洋太（ようた）17歳、次女:海優

花（みゆか）13歳と、見事に4年周期の子どもたちをファミリーとしているが、ここ5年程（盆・暮れ・

正月含め）、自宅で眠ったことが無い（涙…あるいは笑っ!）。 

趣味は運動…腕立て伏せ、逆立ち、懸垂、ベンチプレスなどを我がアジト「こうのいけスペース」で、夜

な夜な繰り返している。 

また、兵庫マスターズ陸上競技連盟会員で、主に100m、やり投げにエントリーするが、記録はイマイ

チ…100mにおいては小学生時代の記録（12秒 8）を破れず、ベスト記録は 13秒 64。また、長距離走

にも興味有り、フルマラソンを 2度完走、ベスト記録は 4時間 19分 49 秒、4時間は切れると思ってい

たが、マラソンは別物でした。ちなみにハーフマラソンのベスト記録は、1時間 43分 10秒、10kmは

43分 01秒（市民ランナーとしては平凡ですが）。 

日々の支援活動に必要なトレーニングの一環として、ウェイトトレーニングも実施。ハーフスクワットで、

未だ230kg を挙げる。 

しかし、昨年度は上記に関わる競技会には全く出場できず（土日祝日が忙しすぎて）。 

そんなこともあって、月に一度は必ず長期休暇（24～48 時間くらいですが^-^;）を取り、串本（本州

最南端の町）や紀伊大島、西伊豆・大瀬崎、高知・柏島、伊豆大島等へ行き、水中生物の撮影を楽しんで

大山 良子（おおやま りょうこ） 

 

 

 

 

 

 

1970 年、千葉県生まれ。クーゲルベルグ・ウェラン

ダー（脊髄性筋委縮症）という病気で、８歳から親元を離

れ、病院で過ごす。 

2008 年 4 月、29 年入院した病院を退院し、地域での新

たな生活開始。 

2009 年 2 月、特定非営利活動法人リターンホームを設

立。 

長期に渡り病院や施設で暮らす，重度な身体障

害のある人々を対象に，社会的入院などを解消し，

地域で障害のない人と同等の日常生活や社会生活

を営めるようにする事業を行い，重度身体障害の

ある人の社会福祉の向上に寄与することを目的に

活動中。 

 

大野 更紗（おおの さらさ） 

 

 

 

 

 

1984 年、福島県生まれ。上智大学外国語学部フランス語

学科卒。 

 明治学院大学大学院社会学研究科社会学専攻博士前期課

程。 

 学部在学中にビルマ（ミャンマー）難民に出会い、民主

化運動や人権問題に関心を抱き研究、ＮＧＯでの活動に没

頭。大学院に進学した2008 年、自己免疫疾患系の難病を

発病する。 

1 年間の検査期間、9か月間の入院治療を経て退院するま

でを綴った『困ってるひと』で作家デビュー。 

2012年、第5回（池田晶子記念）わたくし、つまりNobody

賞受賞。 

Blog： http://wsary.blogspot.com/ 
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福祉本展示・販売 
福祉機器展示 

1002 

交流・休憩スペース 

100３ 

本会場 

100１-１（-2） 

展望ロビー 

ご自由にお使い 

ください 
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『地域で暮らす重症心身障がい（児）者の支援』 

”どんなに重い障害があっても楽しく生きる“ 

  参加申込書  
 

２０１4 年 ２月 ８日（土）開催の福祉セミナーに下記の通り参加を申し込みます 

いずれか○で囲んで下さい 

１．映画上映「普通に生きる」  2．対談「楽しく地域で暮らす」  3．映画上映＋対談 
 

記 
 

※１月２０日（月）までにＦＡＸ又はＴＥＬ、メールでお申し込み下さい。 
１ 

お名前 
                          

所属 

２ 

住 所 

〒      － 

 

 

３ 

連絡先 
電話                         ＦＡＸ 

ｅ.ｍａｉｌ 

４ 

 備 考 
いずれか○で囲んで下さい 

障害 ： １．ある ２．なし       介助者 ： １．なし  ２．同伴（    名） 

５ 

その他 

交流・休憩スペースの利用     １．あり  ２．なし 

利用にあたり留意事項等を書いてください。確認のため連絡をさせていただくことも

あります。 

 

 

 

ＦＡＸ：０５４－２８７－４９２２  ＴＥＬ：０５４－２８７－５５８８  

メールアドレス：pia_sapo@scil.jp 

特定非営利活動法人 静岡ピアサポートセンター  担当者 松本 中西 宛 


